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シ リ ズー
シ リ ズー

予算化された事業 その後

地
域
で
活
躍
す
る
人

 『
浮う
き
嶋し
ま
神じ
ん
社じ
ゃ
秋
祭
り
奉ほ
う
賛さ
ん
会か
い
』

～
受
け
継
が
れ
て
い
く
〝
む
ら
祭
り
〟
～

こ
の
地
域
か
ら
耕
作
放
棄
地
は
出
さ
な
い
!!

担い手農業者機械等導入支援事業

ジェイ・ウィングファーム

　
　
若
い
世
代
に
　
農
業
を
も
っ
と

　
　
　
　
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
み
ん
な
で
地
域
を
守
る

　
遊
休
農
地
が
増
え
て
く
る
中
で
後
継

者
が
不
足
し
て
い
る
。
何
十
年
も
言
わ

れ
て
い
た
が
改
善
さ
れ
ず
、む
し
ろ
悪
化

し
て
い
る
。
法
人
個
人
問
わ
ず
、
も
っ

と
横
の
繋
が
り
を
持
ち
、
み
ん
な
で
地

域
を
守
っ
て
い
く
共
通
認
識
を
持
た
な

け
れ
ば
と
感
じ
る
。

　
Ｊ
Ｗ
Ｆ
の
事
業
は

　

現
在
20
人
が
働
く
。
20
～
40
代
の

比
較
的
若
い
メ
ン
バ
ー
が
、米
36
ha
・
は

だ
か
麦
３
ha
・
も
ち
麦
50
ha
・
キ
ャ
ベ
ツ

３
ha
を
生
産
。
60
～
70
代
の
方
が
、
は

だ
か
麦
の
麦
茶・も
ち
麦
の
コ
ー
ヒ
ー・

ご
飯
に
混
ぜ
る
押
は
だ
か
麦
・
媛
も
ち

麥む
ぎ
・
も
ち
麦
の
は
っ
た
い
粉
等
に
加
工

し
て
販
売
。

　
担
い
手
農
業
者
機
械
等

　
　
　
　
　
導
入
支
援
事
業
と
は

　
農
業
法
人
㈲
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
（
北
野
田
）
が
、
県
立
農
業
大
学
校

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

研
修
を
受
け
入
れ
、

先
進
的
な
実
習
に
よ

っ
て
即
戦
力
と
な
る

人
材
へ
と
育
成
す
る

た
め
、
研
修
に
必
要

な
農
業
機
械
の
導
入

を
支
援
す
る
も
の
。

　
学
生
受
入
れ
へ
の
思
い
は

　

座
学
や
校
内
実
習
だ
け
で
な
く
、
実

際
の
農
業
の
現
場
体
験
を
通
し
て
、
若
い

世
代
に
農
業
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

◆
奉
賛
会
設
立
の
経
緯
は

　

昭
和
30
年
代
、
青
年
団

の
衰
退
と
兼
業
農
家
の
台

頭
に
よ
り
、
伝
統
文
化
の
継

承
が
難
し
く
な
り
、
こ
の
状

況
を
打
破
す
る
た
め
専
業

農
家
の
有
志
が
中
心
と
な
っ

て
設
立
し
ま
し
た
。

45
歳
で 

奉
賛
会
の
三
役
に
！

◆
ど
ん
な
活
動
を

　
祭
り
の
翌
日
の
練
祝
い
で

翌
年
の
三
役
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
中
心
と
な
る
役
員

（
約
20
人
）
は
１
年
か
け
て

毎
月
勉
強
会
を
行
い
、
８
月

中
旬
か
ら
は
本
格
的
な
準

備
に
入
り
ま
す
。

　
ま
た
、
役
員
は
区
の
行
事

や
宮
行
事
等
に
も
率
先
し
て

活
動
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

◆
ど
ん
な
人
た
ち
で
運
営

　
会
員
は
、
19
歳
～
45
歳
の

区
民
で
２
５
５
人
。

　

奉
賛
会
を
支
え
る
組
織

と
し
て
賛
助
会
46
歳
～
64

歳
１
６
０
人
、
老
志
会
は
65

歳
以
上
の
方
が
裏
方
と
し
て

支
え
て
い
ま
す
。

◆
今
の
課
題
は

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
２
年

間
子
ど
も
た
ち
の
獅
子
舞
練

習
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
伝

統
継
承
の
た
め
に
も
、コ
ロ

ナ
禍
の
収
束
を
願
っ
て
い
ま

す
。

◆
市
長
・
議
会
へ
の
要
望
は

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く

の
活
動
が
縮
小
、
中
止
と
な

り
気
持
ち
も
縮
ま
り
が
ち
で

す
が
、
我
々
の
底
力
は
少
し

も
弱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
、
市
長・議
会
を
挙
げ
て
、

自
由
度
の
高
い
地
域
の
活
動

の
支
援
、
市
全
体
に
渡
る
活

動
の
復
活
・
新
た
な
魅
力
あ

る
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
特
に
市
民
大
運
動
会
の
復

活
は
地
域
を
挙
げ
て
願
っ
て

い
ま
す
。

次
回
は「
奥
松
瀬
川
区
」を

取
材
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
と
し
て
牛
渕
区

で
活
躍
す
る
「
奉
賛
会
」
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

「
J
W
F
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

取締役
大
おお

森
もり

　陽
よう

平
へい

さん

奉賛会　前会長
由
ゆ

井
い

　正
まさ

人
と

さん

秋祭りに向けて毎月行われる勉強会

神社開運祭の餅つきのお手伝い

【牛渕区】
　東温市の西部（南吉井小
学校区、旧重信町）重信川を
南に県道、国道、伊予鉄道が
東西に走っている。伊予鉄道
の駅が２つあり松山へは
20分で着く。３月末の人口
は1,936人（827世帯）。

歴史ある伝統文化を
継承していくために、
責務を果たします。
　大好き“牛渕”

先輩方から引き継がれている伝
統ある祭りを盛り上げ、後世に伝
えられるよう精一杯頑張ります。

伝統ある浮嶋の祭り
仲間と共に成し遂げ
たい。
　One for all
   　 All for one

年々、人手不足が
感じられるので、
秋祭りの参加者を
増やすことが課題
です。今年から賛
助会の一員として
奉賛会の力になれ
るよう、協力した
いと思います。

今年の祭り三役

受け継がれてきた練り行事

今回導入したコンバイン

J JAPAN、JOY（喜び）、JOINT（つなぐ）

W WING（つばさ）

F Farm（農場）

奉賛会　会長
前
まえ

島
じま

　智
とも

之
ゆき

さん
奉賛会　会計長
川
かわ

本
もと

　旭
あきら

さん
奉賛会　輿

よ
丁
てい

長
ちょう

大
おお

北
きた

　真
まさ

史
ふみ

さん

押はだか麦



敬老会
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4億7833万円 739万円

3億9661万円

完成予想図

1億3328万円

ゴミ収集事業

スマートIC整備事業

アレルギー食対応事業

学校施設大規模改修事業

令和４年４月から「燃やすごみ」の焼却処分を

松山市南クリーンセンターに委託する。

令和５年度末の完成に向けて整備を

継続。周辺道路網の整備も行う。

令和４年度から卵・乳製品・種実類を

除去した学校給食の提供を開始する。

北吉井・川上小学校の屋内運動場照明設備、

重信中学校雨水排水設備等の改修を行う。
注目事業

　
第
２
回
東
温
市
議
会
３
月
定
例
会
が

２
月
25
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
21
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一
般
会

計
予
算
等
28
議
案
（
予
算
12
件
、
条
例

制
定
・
改
廃
15
件
、
人
事
１
件
）
及
び

請
願
１
件
、
議
会
か
ら
の
発
議
５
件
の

合
計
34
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

 

商
業
施
設
に
申
請
窓
口
を
開
設

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

事
業
の
内
容
は
。

　
　

令
和
４
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
、

１
か
月
に
４
回
、
県
内
の
商
業
施
設
（
本

市
で
は
フ
ジ
グ
ラ
ン
重
信
）
に
申
請
窓

口
が
開
設
さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
促
進
を
目
的
に
、
県
が
実

施
す
る
事
業
。

問答

質
疑

3月

定例会

一般会計予算

157億5500万円 前年度比△ 0.2%

全会計予算 （一般 ・ 特別 ・ 企業）

287億8800万円 前年度比 +3.0%

令和４年度 （新年度） 予算を可決
　
地
区
敬
老
会
支
援
事
業

　
　
　
　
　
補
助
金
額
を
見
直
し

　
　
他
市
町
の
状
況
は
。

　
　

把
握
し
て
い
る
一
番
高
い
と
こ
ろ
で

1
人
当
た
り
2
千
円
と
い
う
市
町
も
あ

る
が
、
既
に
見
直
し
を
始
め
て
い
る
。

　
保
育
所　
使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
市
で
処
分
へ

　
　
ご
み
集
積
庫
設
置
の
内
容
は
。

　
　

現
在
、
保
育
所
で
使
用
済
み
の
紙

オ
ム
ツ
は
保
護
者
へ
返
却
し
て
い
る
が
、

保
育
士
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、令
和
４

年
度
か
ら
市
で
処
分
す
る
こ
と
に
変
更
し

た
。
そ
の
際
、
回
収
ま
で
の
一
時
的
な
保

管
場
所
と
し
て
、
各
保
育
所
へ
ご
み
集
積

庫
を
設
置
す
る
。

問答問答

　
保
育
所
ト
イ
レ
改
修
事
業

　
　
保
育
所
で
暖
房
付
便
座
の
未
設
置

状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

　
　

暖
房
付
便
座
未
設
置
は
、
双
葉
保

育
所
５
基
、西
谷
幼
稚
園
１
基
。
予
算
の

執
行
残
も
見
な
が
ら
、
未
設
置
箇
所
の

取
り
替
え
に
つ
い
て
前
向
き
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　
生
活
保
護
か
ら
の
自
立

　
　
生
活
保
護
か
ら
自
立
さ
れ
た
方
の

人
数
は
。

　
　

就
労
に
よ
る
自
立
と
年
金
の
受
給

開
始
や
増
額
に
よ
る
自
立
の
２
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
。令
和
２
年
度
は
２
人
（
就
労
１

人
、年
金
受
給
１
人
）、令
和
３
年
度
は

２
月
末
ま
で
で
３
人
（
い
ず
れ
も
就
労
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
へ
の
対

策
は
。

　
　

受
診
し
や
す
い
環
境
整
備
と
し
て
、

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
の
導
入
や
休
日
受
診
な
ど

利
便
性
の
更
な
る
向
上
に
む
け
、引
き
続

き
検
討
す
る
。

問答問答問答

　
燃
や
す
ご
み

　

 

４
月
か
ら
松
山
市
へ
処
理
委
託

　
　
燃
や
す
ご
み
収
集
・
処
理
の
委
託

料
の
内
訳
は
。

　
　

新
た
に
生
じ
る
松
山
市
へ
の
処
理

委
託
費
が
2
億
５
７
３
万
3
千
円
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
直
接
搬
入
分
を
松

山
市
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
運
搬
す
る

委
託
費
が
４
５
０
万
6
千
円
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
い
る
燃
や
す
ご
み
収
集
運
搬

費
用
が
８
８
３
１
万
5
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
東
温
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処

理
し
た
場
合
の
費
用
と
比
較
し
て
、
ど

の
く
ら
い
の
差
が
あ
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
実
績
と
令
和
４
年
度

予
算
と
の
比
較
で
、
約
1
億
4
千
万
円

の
増
加
と
な
る
。

問答問答

　
新
規
就
農
者
対
策
事
業

　
　
令
和
４
年
度
か
ら
の
変
更
点
は
。

　
　

令
和
３
年
度
は
、
年
額
１
５
０

万
円
を
３
年
間
、
更
に
２
年
間
は
１
２

０
万
円
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
要
件
と

な
っ
て
い
た
が
、
令
和
4
年
度
か
ら
は
、

年
額
１
５
０
万
円
で
最
長
３
年
間
の

交
付
と
な
る
。

　
経
営
所
得
安
定
対
策
等
推
進
事
業

　
　
令
和
４
年
度
の
振
興
作
物
は
。

　
　
こ
こ
２
年
間
は
、
産
地
交
付
金
の
対

象
作
物
を
９
品
目
で
推
進
し
て
き
た
が
、

令
和
４
年
度
は
、
さ
と
い
も
を
加
え
た

10
品
目
に
拡
大
し
て
推
進
し
て
い
く
。

問答問答

松山市南クリーンセンター

対象作物10品目

令和３年度まで
3000円/人

令和４年度から
1500円/人
＋地区経費

花き（さくらひめ・ユリ）

花木（ユーカリ・しきみ）

薬用作物（ミシマサイコ）

トマト（ミニトマト）

ねぎ（白ねぎ）

ブロッコリー

さといも

いちご

玉ねぎ

なす
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愛
媛
大
学
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー

　
　
中
予
東
温
が
４
月
か
ら
開
設

　
　
「
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
東
温
」

の
事
業
内
容
は
。

　
　

現
在
、
愛
媛
大
学
で
は
地
域
協
働

セ
ン
タ
ー
中
予
を
本
学
に
設
置
し
、
東
温

市
に「
医
療
・
福
祉
」を
中
心
と
し
た
セ
ン

タ
ー
、松
山
市
に
「
観
光・文
化
」を
中
心

と
し
た
セ
ン
タ
ー
の
２
本
立
で
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。
本
市
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、

愛
媛
大
学
の
専
従
職
員
１
名
が
配
置
さ

れ
る
。

　
産
官
学
金
民
が

連
携
し
、健
康
事

業
や
新
た
な
商
品

・
製
品
の
開
発
な

ど
を
想
定
し
て
い

る
。

問答

　
S
A
K
U
R
A
 s
e
l
ec
t

　
　

　
　

商
品
開
発
・
販
路
開
拓

　
　

S
A
K
U
R
A
s
e
l
e
c
t

の
認
定
基
準
は
。

　
　
「
東
温
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
、
独

創
性
・
希
少
性
、信
頼
性
・
安
全
性
、
将
来

性
・
市
場
性
」を
基
準
と
し
て
、専
門
の
委

員
に
よ
っ
て
厳
し
い
審
査
を
経
て
認
定
し

て
い
る
。

　
　
と
う
お
ん
ブ
ラ
ン
ド
と
の
す
み
分

け
は
。

　
　
現
在
、S
A
K
U
R
A 
se
lec
t

の
商
品
を
充
実
す
る
こ
と
に
注
力
し
て

お
り
、「
と
う
お
ん
」
の
冠
が
付
い
た
ブ
ラ

ン
ド
に
は
、ま
だ
取
り
組
め
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
公
園
ト
イ
レ
洋
式
へ
改
修

　
　
地
域
の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し

な
が
ら
工
事
を
行
う
の
か
。

問答問答問

　
　
既
存
の
建
物
を
活
か
し
つ
つ
、
和
式

ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
軽
微
な
改
修
内
容
に
つ
い

て
は
、
実
施
段
階
で
随
時
関
係
者
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　
消
防
団
の
分
団
再
編
成
は

　
　
中
山
間
地
域
で
は
団
員
が
確
保
で

き
に
く
い
が
、
分
団
の
再
編
は
。

　
　

中
山
間
地
域
で
は
高
齢
者
が
多
い

傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
ベ
テ
ラ
ン
で
技

術
を
備
え
て
お
り
、機
能
別
団
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。
分
団
の
再
編
は
、
車

両
、
蔵
置
所
、
資
器
材
、
人
員
配
置
等
、

総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

様
々
な
角
度
か
ら
、
今
後
検
討
す
る
課

題
で
あ
る
。

答問答

　
対
外
試
合
校
外
活
動
補
助
金

　
　
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
観
劇
料
の
助
成

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
小
学
６
年

の
み
が
対
象
で
あ
る
が
、今
後
、段
階
的

に
小
中
学
生
全
員
が
対
象
と
な
る
の

か
。

　
　

学
校
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
何
が
で
き
る

か
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応

　
　
　
（
除
去
食
・
一
部
代だ
い
替た
い
食
）

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
を
行
う
児
童

生
徒
数
は
何
人
か
。

　
　

種
実
類
23
名
、
卵
16
名
、
乳
製
品

11
名
の
合
計
50
名
。
重
複
を
含
ん
で
い

る
の
で
、
実
質
人
数
は
38
名
で
あ
る
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
と
は
代
替
食

を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

牛
乳
が
飲
め
な
い
児
童
生
徒
等
に

対
し
て
は
お
茶
、パ
ン（
小
麦
）に
は
ご
飯

を
提
供
す
る
な
ど
希
望
者
に
対
し
て
代

替
食
提
供
は
既
に
実
施
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
の
副
食
（
お
か
ず
）

の
対
応
は
、
除
去
を
基
本
と
し
、別
途
食

材
調
達
が
必
要
な
代
替
は
行
わ
な
い
。

問答問答問答

開所式（４月７日）

中山間地域の軽四積載車

特別会計 / 企業会計　予算を可決

国民健康保険特別会計

　　　　　37億4890万円
（前年度比△0.9%）

吉久工業団地特別会計

　　　　　　　　9770万円
（令和４年度新設）

介護保険特別会計

　　　　　42億3210万円
（前年度比＋0.8%）

水道事業会計

　　　　　15億8170万円
（前年度比△2.0%）

後期高齢者医療特別会計

　　　　　　　　5億600万円
（前年度比＋9.3%）

田窪第２工業団地特別会計

　　　　　　　　8億3070万円
（前年度比＋970.5%）

下水道事業会計

　　　　　20億3590万円
（前年度比＋0.3%）

・令和４年度の保険税率は、繰越金を

　活用し、据え置き

・令和４年度から測量設計開始

・開発区域面積　4.3ha

・令和４年度の保険料は、変更なし

　（第８期事業計画の２年目）

・令和５年度の第９期介護保険事業計画

　策定にあたりアンケート調査を実施

・業務予定量

　　給水戸数　13,200戸

　　年間総配水量　402万2千㎥

　　　　（１日平均配水量　11,019㎥）

・受託工事

　　下水道工事に伴う志津川地区の

　　水道管移設

　　スマートインターチェンジ整備

　　に伴う田窪地区の水道管移設

・令和４年度の保険料を改定（２年毎）

　均等割　4万9140円（前年度比+1420円）

　所得割　　 9.09％（前年度比+0.07%）

・令和４年度から造成工事開始

　（令和６年度分譲引渡し予定）

・開発区域面積　3.2ha

・業務予定量

　　水洗化戸数　11,050戸

　　年間総汚水量　271万4千㎥

　　（１日平均汚水量　7,436㎥）

・下水道使用料を４月使用分から改定

　　標準家庭（20㎥/ 月使用）で約16%増

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

建設地

JWF媛もち麥
むぎ
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令和３年度一般会計補正予算

9億4776万円
累計186億6189万円
（前年度同期比　△10.2%）

質 疑

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
利
便
性
向
上
へ

　
　
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修

で
何
が
変
わ
る
の
か
。

　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
転
出
届
と
転
入

予
約
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

問答

う
に
な
り
、
転
出
地
の
市
町
村
へ
出
向

く
必
要
が
な
く
な
る
。
転
入
先
の
市
町

村
の
窓
口
で
は
、
書
類
作
成
な
ど
の
手

間
の
軽
減
、手
続
き
時
間
の
短
縮
な
ど
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　
保
育
士
の
処
遇
改
善
は

　
　
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
の
対
象
施
設
は
。

　
　

市
内
の
民
間
施
設
に
対
す
る
も
の

で
公
立
施
設
分
は
含
ん
で
い
な
い
。

　
　
市
立
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
は
。

　
　

他
市
町
や
民
間
の
給
与
体
系
も
踏

ま
え
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
一
部
、

（
時
間
給
の
パ
ー
ト
保
育
士
43
名
と

幼
稚
園
生
活
支
援
員
９
名
）
の
処
遇
改

善
を
実
施
す
る
が
、
正
規
職
員
は
実
施

し
な
い
。

問答問答

　
　
こ
れ
ま
で
の
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
の
経
営
議
論
は
。

　
　

施
設
運
営
に
つ
い
て
は
、
移
住
定

住
促
進
協
議
会
の
ア
ー
ト
部
門
で
議
論

し
、
併
せ
て
経
営
に
も
触
れ
て
き
た
。
今

年
度
か
ら
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ

ー
の
管
轄
が
地
域
活
力
創
出
課
に
統
合

さ
れ
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
・
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
と
同
じ
目
線
で
経
営
を
把
握
し
な

が
ら
相
乗
効
果
を
狙
っ
て
い
く
。

　
　
基
金
に
属
す
る
現
金
を
有
価
証
券

で
も
運
用
で
き
る
と
し
た
理
由
は
。

　
　

地
域
福
祉
基
金
は
定
期
預
金
で
運

用
し
て
い
る
が
、
近
年
、
金
利
が
低
迷
し

て
お
り
、
有
効
な
運
用
手
段
に
な
っ
て

い
な
い
。
こ
の
た
め
、
国
債
運
用
な
ど
有

利
な
有
価
証
券
で
の
運
用
も
可
能
と
な

る
よ
う
に
追
加
し
た
。

問答問答

■一般会計の主な予算
2月補正

事業名 補正予算額 補正予算の概要
子育て世帯等臨時特別
支援事業 3378万円 離婚・所得制限により臨時特別給付金（現金10

万円）の対象外となっている世帯への給付費
3月補正

事業名 補正予算額 補正予算の概要

財政調整基金積立金 5億9400万円 歳計剰余金積立

減債基金積立金 1億5698万円 追加交付された普通交付税の積立金

公共施設等管理基金
積立金 5億6851万円 特定目的基金の整理により廃止となる基金残高

等の積立
住民基本台帳システム
改修事業 443万円 マイナンバーカードの利便性向上のためのシス

テム改修経費
保育士等処遇改善臨時
特例事業 144万円 認定こども園等における保育士の処遇改善を支

援するための助成

生活保護費 194万円 生活保護扶助費の不足による増額

橋梁等長寿命化事業 4080万円 天神橋（上林）の補修調査設計・見奈良大橋の
補修経費の増額

学校給食センター管理
運営費 71万円 アレルギー食対応のための工事費

補 正
予 算

条例

附
属
機
関
設
置
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

条例

地
域
福
祉
基
金
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名・

批
准
を
政
府
に
求
め
る
意

見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

　

核
兵
器
禁
止
条
約
を
一
日

も
早
く
署
名
・
批
准
し
、
そ

れ
ま
で
の
間
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
締
結
国
会
議
・
検

討
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
。

　
　
審
査
結
果

　

総
務
産
業
建
設
委
員
会
で

は
賛
成
者
は
な
く
「
不
採

択
」。
本
会
議
で
は
可
否
同

数
の
た
め
、
議
長
裁
決
で

「
否
決
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

永
井　
大
介

　
私
た
ち
は
自
衛
隊
の
献
身

的
な
活
動
と
米
国
の
核
抑
止

力
に
よ
り
外
国
の
脅
威
を
退

け
民
主
主
義
と
自
由
を
享
受

し
て
い
る
。
本
条
約
で
は
成

果
は
見
出
せ
な
い
。
核
廃
絶

に
は
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
が
必
要
。

　

 

渡
部　
勇
次

　

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、

本
条
約
に
率
先
し
て
署
名
・

批
准
す
べ
き
で
あ
る
。少
な
く

と
も
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
す
る
こ
と
を
求

め
る
。子
ど
も
た
ち
に
核
の
な

い
世
界
を
残
し
た
い
。

　

 

森　
眞
一

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

「
核
兵
器
」は
人
類
と
は
共
存

で
き
な
い「
絶
対
悪
」で
あ
る

と
言
っ
て
い
る
。
唯
一
の
被
爆

国
日
本
が
こ
の
条
約
に
参
加

す
れ
ば
核
廃
絶
へ
の
道
は
ぐ

ん
と
近
づ
く
。

請
願
第
１
号

不
採
択

賛成

賛成

反対

意
見
書
を
国
へ
提
出

２
件　

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」
の

７
月
20
日
へ
の
固
定
化
を

求
め
る
意
見
書

　
「
海
の
日
」
は
、「
海
の
恩

恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願

う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
平

成
７
年
に
制
定
。
平
成
８
年

７
月
20
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
15
年
以

降
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
化

に
よ
り
７
月
の
第
３
月
曜
日

と
な
っ
て
い
る
。

　

我
が
国
と
海
と
の
歴
史

的
、
文
化
的
及
び
経
済
・
社

会
的
な
関
わ
り
並
び
に
「
海

の
日
」
制
定
の
歴
史
的
経
緯

等
を
踏
ま
え
、
国
民
が
海
の

大
切
さ
を
理
解
し
、
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
海
の
安
全
及

び
環
境
保
全
に
つ
い
て
思
い

を
馳
せ
る
機
会
と
す
る
た
め

に
も
、「
海
の
日
」
を
当
初
の

７
月
20
日
に
固
定
化
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

軍
事
侵
攻
し
た
今
こ
そ
、
核

兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

　

政
府
に
お
い
て
は
、
唯
一

の
核
兵
器
に
よ
る
被
爆
国
と

し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世

界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
、
核
保
有
国
を
は
じ
め
、

国
際
社
会
に
対
し
、
最
大
限

の
努
力
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

　
決
議

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
重
大

な
主
権
侵
害
で
あ
り
、
国
際

社
会
ひ
い
て
は
我
が
国
の
平

和
と
秩
序
、安
全
を
脅
か
し
、

明
ら
か
に
国
連
憲
章
に
違
反

す
る
行
為
で
あ
り
断
じ
て
容

認
で
き
な
い
。
よ
っ
て
本
市

議
会
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

攻
撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権

侵
害
に
対
し
て
、
厳
重
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
即
時
に

攻
撃
を
停
止
し
、
完
全
か
つ

無
条
件
で
撤
退
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、

国
際
社
会
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
、
厳
格
か
つ
適
切
な

対
応
を
講
じ
、
一
日
も
早
い

平
和
的
解
決
に
万
全
を
尽
く

す
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　
第
１
回
東
温
市
議
会
２
月
臨
時

会
が
２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
臨
時
会
で
は
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
子
育
て
世

帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
）
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
用
車
の
事
故
に
係
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に

つ
い
て
、
専
決
処
分
の
報
告
が
あ

り
、
受
理
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
２
月
１
日
発
行
の
第

64
号
（
Ｐ
14
）
の
「
市
議
会
会
議

規
則
改
正
」で「
議
員
だ
よ
り
編
集

委
員
会
」と
あ
る
の
は「
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
」の
誤
り
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

2月

臨時会

オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
の
開
催
に
向

け
て
市
議
会
委
員
会
条
例
・
会
議

規
則
を
改
正

　
総
務
省
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の

観
点
か
ら
「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に

よ
る
委
員
会
の
開
催
が
可
能
」
と

い
う
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委

員
会
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
、
委

員
会
条
例
と
会
議
規
則
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、「
感
染
症
や

災
害
」の
ほ
か
に
、「
育
児
、
介
護

そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
る
場
合
」
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

を
開
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
議
会
運
営
委
員
長

　
　
　
　
　
　
相
原　
真
知
子

訂
正

マイナポータル画面
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各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。

　
　
お
試
し
移
住
政
策

の
実
績
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
　

山
本
専
門
監・
地
域

活
力
創
出
課
長

　

移
住
体
験
住
宅
を
建

設
し
て
い
る
が
、新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
残

念
な
が
ら
貸
し
出
し
に

至
っ
て
い
な
い
。大
切
な

税
金
を
使
っ
た
取
り
組

み
な
の
で
１
日
も
早
く

活
用
し
た
い
。

　
　
本
市
正
規
職
員
の

低
い
定
住
率（
３
人

に
１
人
が
市
外
定
住
）へ

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問答問

　
　「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
」

を
導
入
す
る
自
治
体
も

広
が
っ
て
き
た
が
、東
温

市
で
も
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　

丹
生
谷
社
会
福
祉

課
長

　

同
性
間
の
婚
姻
が
法

的
に
容
認
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
不
利
益
を
受
け

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か

ら
、性
的
少
数
者
の
カ
ッ

プ
ル
の
関
係
を
公
的
に
証

明
す
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
」を
導
入

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。

　

現
在
、県
内
の
自
治
体

で
は
導
入
に
向
け
た
動

き
は
な
い
が
、今
後
国
や

他
の
自
治
体
の
動
向
を

見
な
が
ら
、調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
田
中
総
務
課
長

職
員
が
市
民
の
立

場
で
行
政
の
役
割
を
考

え
、地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。採

用
試
験
案
内
等
に
お
い

て
市
内
居
住
を
促
す
案

内
な
ど
を
検
討
す
る
。

山
間
部
に
生
活
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
す
る
公
共
交
通
を

　
　
バ
ス
路
線
運
行
助

成
事
業
の
今
後
は
。

　
　
黒
川
都
市
整
備
課
長

行
政
と
交
通
事
業

者
、地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
持
続
可
能
な
交

通
形
態
を
検
討
し
て
い
く
。

特
に
山
間
部
は
、地
域
の

特
性
に
応
じ
た
移
動
手

段
が
提
供
で
き
る
よ
う

地
域
検
討
組
織
の
立
ち

上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

答問答

全
国
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て

　
　
①「
学
力
テ
ス
ト
」

に
つ
い
て
中
止
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
②「
学
力
テ
ス
ト
」
の

結
果
を
ど
う
分
析
し
、そ

の
後
の
施
策
に
生
か
し

て
い
る
の
か
。

　
③「
学
力
テ
ス
ト
」
の

結
果
の
公
表
で
、教
育
に

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

っ
た
の
か
。

　
　
橋
本
学
校
教
育
課
長

①「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」を
活
用
す

る
こ
と
で
、教
育
に
関
す

る
継
続
的
な
検
証
・
改
善

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、児

童
生
徒
の
学
力
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、家
庭
で

の
学
習
・
生
活
習
慣
の
改

善
な
ど
に
も
つ
な
が
る
の

で
引
き
続
き
実
施
し
た
い
。

　

②
結
果
の
分
析
は
、各

問答

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

を
積
極
活
用
す
る
危

機
管
理

　
　
公
用
車
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

運
用
状
況
は
。

　
　
高
須
賀
財
政
課
長

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
搭
載
率
は
、財
政
課

管
理
の
車
両
で
82
％
、

各
課
管
理
の
車
両
で

22
％
。必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
引
き
続
き
設

置
を
進
め
て
い
く
。

　
　
防
犯
体
制
の
高
度

化
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
　
山
本
危
機
管
理
課
長

現
在
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
へ
の
切
り
替
え
に
注
力

し
て
い
る
。各
種
機
器
の

高
度
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の

情
報
収
集
に
努
め
る
。

問答問答

教
科
を
評
価
の
観
点
別

に
全
国
平
均
と
比
較
す

る
と
と
も
に
、「
相
当
数

の
児
童
生
徒
が
で
き
て
い

る
点
」
や
「
課
題
の
あ
る

点
」
な
ど
に
つ
い
て
は
問

題
別
に
分
析
す
る
な
ど
、

市
全
体
の
傾
向
を
把
握

し
て
い
る
。

　
③
結
果
の
公
表
に
よ
っ

て
、分
析
を
行
う
際
に
、

県
内
各
市
町
の
結
果
等

も
参
考
に
、東
温
市
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

教
育
施
策
の
検
証
や
各

児
童
生
徒
の
全
般
的
な

学
習
状
況
の
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

永
なが

井
い

大
だい

介
すけ

議員

森
もり

眞
しん

一
いち

議員

1 スポーツ振興によるまちづくりの推進を
2 「小さい」というスケールメリットを生かした
　 まちづくりを

1 まちの暮らしやすさの実態と今後の取り組みは
2 山間部に生活する住民ニーズにマッチする公共
　 交通を
3 デジタルデバイスを積極活用する危機管理

1 魅力ある緑地公園の整備を
2 市のデジタル変革への取り組みは

1 パートナーシップ宣誓を導入せよ
2 全国学力テストについて
※医療・学校給食・コロナ関係

1 原動機付自転車のご当地ナンバーの導入を
2 ゾーン30プラス
3 保育士の休憩

1 大人の風しん対策の実施体制等の状況は
2 帯

たいじょうほうしん
状疱疹予防ワクチン接種費用の助成を

3 戸別ごみ収集の導入を
4 住宅用火災警報器の購入費用助成や設置支援を

1 ふるさと納税の戦略 地域資源の創意工夫を
2 ペット防災の同行避難は前提か

渡
わた

部
なべ

　勇
ゆう

次
じ

　議員

永
なが

井
い

　大
だい

介
すけ

　議員

丹
にゅうのや

生谷　美
はる

雄
お

　議員

森
もり

　眞
しん

一
いち

　議員

安
やす

井
い

　浩
こう

二
じ

　議員

近
こん

藤
どう

　千
ち

枝
え

美
み

　議員

細
ほそ

川
かわ

　秀
ひで

明
あき

　議員

３月定例会

一 般 質 問 市政を問う!!市政を問う!!

お試し移住用住宅

学力テスト

※QRコードでご視聴ください。

ま
ち
の
暮
ら
し
や
す
さ
の
実
態
と

今
後
の
取
り
組
み
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を

導
入
せ
よ
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令
和
４
年
度
か
ら

６
年
度
末
ま
で
の

風
し
ん
抗
体
検
査
対
象

者
数
と
実
施
体
制
は
。

　
　
大
西
市
民
福
祉
部
長

対
象
者
は
２
５
０

０
名
の
見
込
み
。３
月
末

ま
で
に
対
象
者
全
員
に
ク

ー
ポ
ン
券
を
送
付
す
る
。

対
象
者
の
多
く
は
働
く

男
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
の
集
団
検
診
や
勤
務

先
の
健
康
診
断
に
加
え

て
、全
国
知
事
会
と
日
本

医
師
会
の
契
約
に
よ
り

各
医
療
機
関
で
の
検
査

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
を

　
　
高
齢
者
へ
の
帯
状

疱
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
制

度
導
入
を
。

問答問

　
　
県
下
最
下
位
の
実

績
に
対
す
る
実
質

収
支
の
現
状
は
。

　
　
渡
部
総
務
部
長

令
和
２
年
度
の
寄

付
受
入
実
績
は
、２
８
７

件
、約
６
３
１
万
円
。受

入
経
費
の
総
額
は
、約
３

３
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

寄
付
受
入
額
か
ら
経

費
及
び
寄
付
金
税
額
控

除
額
を
差
し
引
き
、地
方

交
付
税
措
置
相
当
額
を

加
え
た
額
を
ふ
る
さ
と

納
税
に
お
け
る
収
支
と

す
る
と
、令
和
２
年
度
は

約
７
７
９
万
円
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
。

　
　
①
自
治
体
間
競
争

の
中
、仲
介
サ
イ
ト

や
返
礼
品
の
見
直
し
は
。

　

②
本
来
の
趣
旨
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
見

解
は
。

問答問

　
　
門
田
専
門
監
・
健
康

推
進
課
長

　

予
防
接
種
を
行
う
意

義
は
大
き
い
と
認
識
し
て

い
る
が
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
定
期
接
種
と
は
異

な
る
任
意
接
種
で
あ
る
。

制
度
導
入
に
は
慎
重
な

判
断
が
必
要
。今
後
、国

に
お
け
る
議
論
な
ど
を

注
視
し
て
い
く
。

戸
別
ご
み
収
集
の

導
入
を

　
　
高
齢
者
、障
が
い
者

の
生
活
支
援
の
一

つ
と
し
て
戸
別
ご
み
収

集
の
導
入
を
。

　
　
大
石
副
市
長

県
内
で
は
５
市
に

お
い
て
高
齢
者
等
の
ご
み

出
し
支
援
を
実
施
。今
後
、

さ
ら
な
る
高
齢
化
に
伴
い

戸
別
ご
み
収
集
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。関
係
機

関
と
連
携
し
、調
査
研
究

答問答

　
　
渡
部
総
務
部
長

①	

登
録
す
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
や
、

本
市
の
魅
力
を
よ
り
発

信
で
き
る
返
礼
品
の
開

発
の
ほ
か
、地
元
J
A

と
の
連
携
等
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

②
ふ
る
さ
と
納
税
の

趣
旨
等
を
十
分
に
踏
ま

え
つ
つ
、自
主
財
源
の
確

保
は
も
と
よ
り
、産
業
や

観
光
等
の
活
性
化
に
も

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、適
正

な
寄
付
金
の
募
集
に
努

め
る
。

ペ
ッ
ト
防
災
の
同
行

避
難
は
前
提
か

　
　
ペ
ッ
ト
と
の
同
行

避
難
訓
練
や
同
伴

専
用
避
難
所
設
置
の
方

向
性
は
。

　
　
山
本
危
機
管
理
課
長

令
和
４
年
度
に
予

定
し
て
い
る
東
温
市
総

答問答

を
進
め
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
購
入
費
用
助
成
や

設
置
支
援
を

　
　
高
齢
者
、障
が
い
者

世
帯
等
へ
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
購
入

費
用
の
助
成
、設
置
作
業

の
支
援
を
。

　
　
和
田
消
防
長

一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
高
齢
者
、障
が
い

者
等
へ
の
購
入
費
用
助

成
制
度
は
導
入
し
て
い
る
。

機
器
の
設
置
作
業
の
支

援
は
し
て
い
な
い
が
、今

後
、他
自
治
体
の
調
査
研

究
を
進
め
る
。

問答

合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

ペ
ッ
ト
を
伴
っ
た
同
行
避

難
の
訓
練
を
行
う
方
向

で
調
整
し
て
い
る
。一
般

の
避
難
者
が
避
難
す
る

建
物
と
は
別
に
、風
雨
を

し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
る
場

所
を
確
保
し
ケ
ー
ジ
に

入
れ
る
な
ど
、実
態
に
即

し
た
訓
練
内
容
と
し
て

行
う
。同
伴
専
用
避
難

所
設
置
は
、現
在
の
と
こ

ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

近
こん

藤
どう

千
ち

枝
え

美
み

議員

細
ほそ

川
かわ

秀
ひで

明
あき

議員

住宅用火災警報器の設置

ペットと一緒の防災訓練に参加しましょう

　
　
①	

総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

育
成
の
意
義
と
現
状
は
。

　

②
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
の

見
通
し
は
。

　

③
部
活
動
外
部
指
導

員
の
確
保
の
見
通
し
は
。

　
　
池
田
教
育
委
員
会

事
務
局
長

　
①
持
続
可
能
な
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
資

す
る
と
考
え
る
。現
在
、

本
市
で
は
２
団
体
が
活

動
し
、さ
ら
に
１
団
体
が

令
和
４
年
度
中
の
設
立

を
目
指
し
て
い
る
。

　

②
国
に
お
い
て
、登
録

認
証
制
度
を
運
用
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。市

と
し
て
も
、ク
ラ
ブ
の
運

営
が
円
滑
に
推
進
で
き

る
よ
う
連
携
・
協
働
体
制

を
構
築
し
、必
要
な
支
援

を
検
討
す
る
。

　

③
教
員
の
働
き
方
改

問答

　
　
上
村
大
橋
北
側
と

県
警
機
動
隊
基
地

を
つ
な
ぐ
市
道
前
川
堤

防
線
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
上
岡
産
業
建
設
部
長

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
11
号

線
を
つ
な
ぐ
新
た
な
路

線
を
整
備
す
る
。工
業
団

地
の
企
業
の
利
便
性
の

向
上
や
市
内
中
心
部
の

渋
滞
緩
和
等
を
目
的
と

し
、令
和
７
年
度
末
の
完

成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
　
市
道
の
整
備
に
伴

い
、２
つ
の
公
園
を

縦
断
す
る
影
響
は
。

　
　
上
岡
産
業
建
設
部
長

緑
地
公
園
と
み
ん

な
の
広
場
の
サ
ッ
カ
ー
場

や
遊
具
な
ど
の
施
設
機

能
が
損
な
わ
れ
る
た
め

代
替
施
設
の
整
備
や
、残

存
部
分
の
利
活
用
な
ど

の
検
討
を
進
め
る
。

問答問答

革
の
観
点
か
ら
、退
職
教

員
の
任
用
等
を
含
め
て
、

学
校
や
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
人
材
を
活
用
し
た

外
部
指
導
者
の
確
保
に

向
け
て
検
討
す
る
。

「
小
さ
い
」と
い
う
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を

　
　
①	

松
山
圏
域
に
お

い
て
広
域
的
に
連

携
す
る
こ
と
は
、本
市
に

と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
は
。

　
②「
松
山
ブ
ロ
ッ
ク
ご

み
処
理
広
域
化
基
本
構

想
」を
推
し
進
め
る
上
で

の
具
体
的
な
方
向
性
は
。

　
　
加
藤
市
長

①
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、地
域
で
持
続
的
に
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

問答

　
　
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、年

間
１
万
５
千
人
が

利
用
し
て
い
る
緑
地
公

園
の
代
替
施
設
の
整
備

が
必
要
で
は
。

　
　
上
岡
産
業
建
設
部
長

平
成
30
年
度
か
ら

地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
を

目
指
す「
重
信
川
か
わ
ま

ち
づ
く
り
」に
取
り
組
ん

で
お
り
、令
和
６
年
度
か

ら
重
信
工
業
団
地
前
の

「
桜
づ
つ
み
公
園
」内
に
多

目
的
グ
ラ
ン
ド
等
を
整

備
し
た
い
。

市
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

へ
の
取
り
組
み
は

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

急
速
に
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
捗
し
て
い
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
渡
部
企
画
政
策
課
長

デ
ジ
タ
ル
化
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、担

当
者
の
配
置
や
組
織
整

問答問答

て
い
く
に
は
、各
自
治
体

の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、

適
切
な
相
互
補
完
と
役

割
分
担
に
よ
る
広
域
的

な
連
携
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

②
本
構
想
策
定
後
、

速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
て
、市
民
へ

の
周
知
に
努
め
る
。ご
み

の
減
量
及
び
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
は
環
境
負
荷
や

処
理
費
用
の
軽
減
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、

先
進
地
の
取
り
組
み
等

を
参
考
に
し
、分
別
及
び

収
集
方
法
を
検
討
す
る
。

備
を
行
い
、行
政
手
続
の

簡
素
化
や
利
便
性
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
の
取
り
組

み
と
課
題
は
。

　
　
八
木
教
育
長

I
C
T
教
育
に
つ

い
て
は
各
校
の
情
報
教
育

主
任
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
。教
員
の
授
業

で
の
I
C
T
活
用
研
修

を
行
う
中
で
、
I
C
T

が
苦
手
な
教
員
の
実
態

を
把
握
し
、サ
ポ
ー
ト
体

制
を
検
討
し
た
い
。

問答

渡
わた

部
なべ

勇
ゆう

次
じ

議員

丹
に ゅ う の や

生谷美
はる

雄
お

議員

総合型地域スポーツクラブ
主催のフットパスイベント

緑地公園

大
人
の
風
し
ん
対
策
の

実
施
体
制
等
の
状
況
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
戦
略

地
域
資
源
の
創
意
工
夫
を

魅
力
あ
る
緑
地
公
園
の
整
備
を
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報告１　和解及び損害賠償額の決定
９ページ参照

令和４年第２回定例会提出議案　34議案

令和４年第１回臨時会提出議案　２議案

議案２　一般会計（第13号）
８ページ参照

議案３　田窪第２工業団地特別会計（第２号）
議案４　水道事業会計（第２号）
議案５　下水道事業会計（第２号）

議案６　一般会計
議案７　国民健康保険特別会計
議案８　後期高齢者医療特別会計
議案９　介護保険特別会計
議案10　田窪第２工業団地特別会計
議案11　吉久工業団地特別会計
議案12　水道事業会計
議案13　下水道事業会計

請願１　核兵器禁止条約の署名・批准を政府に求め
る意見書採択を求める請願
９ページ参照

発議１　市議会委員会条例の一部改正
９ページ参照

発議２　市議会会議規則の一部改正
９ページ参照

発議３　ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議
９ページ参照

意見書１　国民の祝日「海の日」の７月20日への固
定化を求める意見書
９ページ参照

議案14　個人情報保護条例の一部改正
議案15　附属機関設置条例の一部改正
議案16　市立認定こども園条例の施行に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定
議案17　職員の育児休業等に関する条例の一部改正
議案18　特別会計条例の一部改正
議案19　国民健康保険税条例の一部改正
議案20　教育施設整備基金条例等の廃止
議案21　地域福祉基金条例の一部改正
議案22　公共施設等管理基金条例の制定
議案23　廃棄物処理施設条例の一部改正
議案24　斎場条例の一部改正
議案25　中小企業金融制度資金利子補給に関する条

例の一部改正
議案26　水道事業及び下水道事業の設置等に関する

条例の一部改正
議案27　農業集落排水施設条例の一部改正
議案28　消防団員の定員、任命、服務等に関する条

例の一部改正

諮問１　人権擁護委員候補者の推薦

意見書２　ロシアがウクライナに軍事侵攻した今こそ、
核兵器の廃絶と世界恒久平和の実現を求め
る意見書
９ページ参照

議案１　一般会計（第12号）
９ページ参照

令和３年度補正予算

令和４年度当初予算

報　告

請　願

委員会提出議案

条　例

令和３年度補正予算

その他

議員提出議案

議案

伊
藤
　
隆
志

山
内
　
孝
二

安
井
　
浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山
　
　
稔

相
原
真
知
子

森
　
　
眞
一

渡
部
　
繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

松
末
　
博
年

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

野
口
　
　
竜

議決結果
（賛成：反対）

議案第６号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（13：1）

議案第８号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決（13：1）

議案第13号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決（13：1）

請願第１号 欠 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × × × 否決（７：８）

意見書第１号 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決（13：1）

意見書第２号 欠 × 〇 × × 〇 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 可決（８：６）

議員の 賛否が分かれた 議案・請願・意見書

〇賛成　　×反対　　議長（渡部繁夫）は採決に加わらない。　上記以外は全員賛成。
※■は議長裁決により否決された。(議長裁決とは：可否同数の場合のみ可決又は否決を議長が決めることができる）

　
　
中
予
６
市
町
で
、伊

予
市
と
東
温
市
が

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
採

用
し
て
い
な
い
。３
年
前

の
質
問
で
様
々
な
面
か

ら
検
討
す
る
と
答
弁
し

た
が
、そ
の
結
果
は
。

　
　
林
税
務
課
長

市
の
記
念
事
業
候

補
の
１
つ
と
し
て
、改
め

て
内
容
等
を
含
め
、検
討

し
た
い
。

　
　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
の
ナ
ン
バ
ー
の

交
付
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
。

　
　
林
税
務
課
長

登
録
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
の
で
、交
付
情

問答問答

報
を
掲
載
す
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

　
　
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

の
区
域
指
定
を
希

望
す
る
場
合
は
、ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
　
梅
崎
建
設
課
長

希
望
す
る
区
域
内

で
の
合
意
形
成
を
図
り
、

市
に
要
望
を
行
い
、警
察

と
の
協
議
を
進
め
る
こ

と
に
な
る
。

保
育
士
の
休
憩

　
　
市
の
保
育
士
の
勤

務
状
況
は
。

問答問

　
　
近
藤
保
育
幼
稚
園

課
長

　

保
育
士
不
足
に
加
え
、

近
年
の
保
育
需
要
の
高

ま
り
な
ど
を
受
け
、現
場

保
育
士
へ
の
負
担
が
増
加

し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、

過
酷
な
労
働
環
境
に
対

す
る
改
善
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
保
育
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
維
持
や
適
切
な
休

憩
時
間
の
確
保
、ひ
い
て

は
、子
ど
も
に
対
す
る
質

の
高
い
保
育
の
提
供
に
つ

な
が
る
よ
う
、引
き
続
き

保
育
現
場
へ
の
支
援
を

継
続
し
た
い
。

答

安
やす

井
い

浩
こう

二
じ

議員

ご当地ナンバーの
　　　　　イメージ

野田１丁目のゾーン30

昼食時には誤飲誤食を見守る

議
会
だ
よ
り

　
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

　

市
議
会
で
は
、
年
４
回
（
５
月
・
８

月
・
11
月
・
２
月
）「
と
う
お
ん
議
会
だ

よ
り
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。
よ
り
市
民

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
表

紙
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
す
る
写
真
】

　

市
内
で
撮
影
し
た
人
物
・
四
季

折
々
の
風
景
・
学
校
行
事
・
地
域
行

事
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
写
真

【
応
募
の
締
切
】

令
和
４
年
８
月
１
日
発
行
号
の

締
切

令
和
４
年
７
月
１
日
（
金
）

応
募
方
法
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
１
月

令
和
４
年
２
月

市
長
に
送
付
し
た
請
願
報
告

12
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

17
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
文
教
市
民
福
祉
委
員
会

21
日　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

27
日　
総
務
産
業
建
設
委
員
会

１
日　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

10
日　
議
会
運
営
委
員
会

14
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

15
日　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
文
教
市
民
福
祉
委
員
会

16
日　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

22
日　
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

　

12
月
議
会
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た

「
市
内
小・中
学
生
全
員
の
観
劇
の
費
用

助
成
」の
請
願
は
、市
長
か
ら「
小
学
６

年
生
及
び
中
学
２
年
生
の
観
劇
に
対
し

て
支
援
す
る
」と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
請
願
者
か
ら
は「
今
回
は
こ
れ
で
様
子

を
み
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

×

原
動
機
付
自
転
車
の

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
を

閉
会
中
の
主
な
議
会
活
動
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印
刷

／
㈱

明
朗

社
TEL

 0
8
9

－9
6
4

－4
4
2
2
　

FAX
 0

8
9

－9
6
0

－5
1
8
6
　

◎
議

会
事

務
局

メ
ー

ル
アドレ

ス
  gikaijim

u@
city.to

o
n.ehim

e.jp
発

行
／

東
温

市
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

7
9
1

－0
2
9
2
 東

温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.6

5
　

令
和

4
年

5
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、一
般
質

問
の
掲
載
ペ
ー
ジ
の
構

成
を
大
き
く
変
更
し
て

い
ま
す
。

　
ま
ず
、議
員
ご
と
の
質

問
内
容
が
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
、表
紙（
目
次
）

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、１
ペ
ー
ジ
に

上
下
２
名
ず
つ
掲
載
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、自
治

体
情
報
ア
プ
リ「
マ
チ
イ

ロ
」（
左
上
）で
も
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。ペ
ー
ジ
の

構
成
を
変
更
す
る
こ
と

で
、ス
マ
ホ
で
も
見
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
渡
部　
勇
次
）

発
行
責
任
者
渡
部　
繁
夫

編
集
委
員

委
員
長
安
井　
浩
二

副
委
員
長
渡
部　
勇
次

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丸
山　
　
稔

〃

森　
　
眞
一

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

永
井　
大
介

表
紙
写
真
／
安
井　
浩
二

北吉井小学校HP

日 月 火 水 木 金 土

6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30
東温市
イメージキャラクター
いのとん

6月定例会のお知らせ（予定）

傍聴される方へ（入場制限ご協力のお願い）

　「市のホームページ」で議会開会中、
生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧になれ
ます。

議会
インターネット中継

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

昨
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
観
点
な
ど
か

ら
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、学
校
行
事
な
ど
開

催
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の

皆
さ
ま
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
様
々
な
形
で
ご
協

力
頂
き
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し

て
、「
必
要
な
こ
と
」「
今
後

や
り
方
を
変
え
る
こ
と
」

「
や
ら
な
く
て
も
い
い
こ

と
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

前
時
代
的
な
通
例
で
行
っ

て
い
た
活
動
や
組
織
な
ど

を
精
査
し
て
見
直
す
機
会

に
恵
ま
れ
、今
後
に
向
け

て
前
向
き
な
話
し
合
い
が

出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

時
代
が
変
わ
り
、子
ど

も
た
ち
は
す
で
に
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
や
マ
ル
チ
デ
バ

イ
ス
を
使
い
こ
な
し
、保
護

者
世
代
で
は
男
女
関
係
な

く
経
済
活
動
を
さ
れ
、家

族
で
の
時
間
の
使
い
方
が

多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
割
を
柔
軟
に
し
て

い
く
こ
と
で
、子
ど
も
た

ち
、保
護
者
、教
員
を
は
じ

め
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
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議会だよりが
スマホで読めます。

　現在、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴定員
28人を14人に制限しています。
　傍聴される方は本会議場入場前の手指消毒、マスク着用、検
温にご協力ください。
　なお、傍聴受付時に検温を実施し37.5℃以上の発熱がある方や
体調がすぐれない方の入場は、お断りします。
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